
等
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
①
、
②
は
一
冊
本
、
他
は
Ｂ
４
判
一
枚
に
印
刷
し
て

あ
る
。
①
、
②
と
も
見
開
き
二
頁
で
Ｂ
５
判
、
①
は
一
八
○
頁
、
②

は
一
六
九
頁
よ
り
な
り
、
表
題
は
似
て
い
る
が
内
容
は
異
な
る
。
こ

れ
ら
は
、
善
書
で
も
あ
り
、
民
間
療
法
が
そ
の
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
人
為
は
寺
廟
に
参
り
、
祈
願
し
て
、
こ
れ
ら
善
書
内
容
の
治
療

指
針
に
よ
っ
て
治
療
す
る
。
そ
の
人
☆
も
多
く
、
そ
の
た
め
に
こ
れ

ら
善
害
が
処
之
の
寺
廟
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
台
湾

の
民
間
療
法
が
一
つ
に
は
宗
教
的
色
彩
が
強
い
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ

て
日
常
の
治
療
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
に

演
者
に
、
こ
の
書
に
も
ら
れ
た
内
容
が
真
実
で
あ
り
、
現
に
行
っ
て

い
て
、
演
者
に
も
す
す
め
た
人
も
二
、
三
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
人

達
の
教
育
程
度
も
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

発
表
で
は
、
こ
れ
ら
医
学
的
善
害
に
も
ら
れ
た
内
容
に
も
ふ
れ
た

い
。
な
お
、
医
食
同
源
の
色
彩
の
強
い
、
「
全
省
素
食
処
簡
介
」
も

追
加
す
る
。

（
小
平
市
）

⑤
調
経
種
子
良
方

失
わ
れ
た
六
朝
・
晴
唐
の
医
籍
輯
快
に
『
外
台
秘
要
方
』
（
宋
版
に

限
る
）
が
第
一
級
資
料
と
な
る
こ
と
は
こ
こ
に
述
べ
る
ま
で
も
な

い
。
量
的
に
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
出
典
の
巻
次
ま
で
明
示
し
て
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
引
用
文
の
表
記
法
は
原
則
と
し
て
「
○
○
方

療
：
…
．
。
×
×
方
同
。
出
第
△
△
巻
中
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は

「
○
○
方
と
い
う
医
書
に
『
…
…
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
×
×
方
に
も

同
様
の
記
述
が
あ
る
。
○
○
方
の
第
△
△
巻
中
に
出
て
く
る
」
と
い

う
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
○
○
方
の
記
載
を
「
外
台
』
中
よ
り
抽

出
し
、
△
△
の
巻
数
に
よ
っ
て
順
次
配
列
復
原
す
れ
ば
、
○
○
方
が

ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
記
さ
れ
た
医
書
で
あ
っ
た
か
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
る
に
、
他
の
条
文
末
尾
に
「
○
○
方
同
」

と
あ
る
条
文
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
『
医
心
方
』
『
証
類
本
草
』
な
ど

の
引
用
本
を
総
合
検
討
し
、
そ
の
巻
次
を
推
定
し
て
配
置
す
れ
ば
、

『
外
台
秘
要
方
』
に
よ
る
古
医

籍
輯
供
の
検
討

小
曾
戸
洋
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○
○
方
の
輯
快
復
原
が
可
能
と
な
る
が
、
今
回
は
こ
れ
に
及
ぶ
た
め

の
基
礎
研
究
で
あ
る
。
輯
快
復
原
は
そ
の
引
用
条
文
の
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
も
の
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

こ
で
本
報
で
は
そ
の
可
能
性
の
大
き
い
次
の
一
六
苫
に
つ
き
、
ス
ク

リ
ー
’
一
ン
グ
を
行
っ
た
。
な
お
、
便
宜
上
、
引
用
条
文
（
処
方
）
数

（
出
典
巻
次
の
明
確
な
も
の
の
み
）
を
推
定
全
巻
数
で
割
っ
た
も
の
を

復
原
度
数
と
し
て
承
た
（
％
で
は
な
い
の
で
注
意
）
。

『
広
済
方
』
“
引
用
処
方
総
計
三
八
三
。
唐
志
に
「
玄
宗
開
元
広
済

方
五
巻
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
。
開
元
十
一
年
成
。
巻
一
’
五
ま
で
か

な
り
の
率
で
引
用
が
あ
る
。
復
原
度
数
五
一
・
八
と
高
い
。

『
肘
後
方
」
引
用
処
方
総
計
六
○
八
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
の
は

九
巻
本
か
。
巻
一
’
九
に
わ
た
っ
て
い
ず
れ
も
引
用
文
が
あ
る
。
不

完
全
な
現
伝
『
肘
後
備
急
方
』
の
素
性
を
検
討
す
る
上
で
も
貴
重
。

復
原
度
数
三
七
・
二
。

『
崔
氏
方
』
引
用
処
方
総
計
三
六
五
。
巻
数
か
ら
糸
て
も
旧
唐

志
・
唐
志
ほ
か
著
録
の
「
崔
氏
纂
要
方
十
巻
」
が
こ
れ
。
『
外
台
』

に
は
巻
一
’
一
○
ま
で
い
ず
れ
も
引
用
が
あ
り
、
巻
一
○
は
さ
ら
に

上
・
下
に
二
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
復
原
度
数
三
二
・

一
。

『
張
文
仲
方
言
引
用
処
方
総
計
三
○
二
。
出
自
未
詳
。
『
外
台
』

所
引
は
お
そ
ら
く
十
巻
本
で
、
各
巻
い
ず
れ
も
引
用
文
が
あ
る
。
復

原
度
数
一
九
・
八
。

『
備
急
方
』
叩
引
用
処
方
総
計
三
三
三
。
前
出
の
『
肘
後
方
』
と
同

じ
く
九
巻
本
か
。
巻
七
の
引
用
文
を
欠
く
。
一
肘
後
方
』
と
『
備
急

方
』
、
そ
し
て
現
伝
本
、
さ
ら
に
『
医
心
方
』
所
引
『
葛
氏
方
』
な
ど

と
の
関
連
に
つ
い
て
今
後
の
検
討
が
必
要
。
復
原
度
数
一
七
・
七
。

『
集
験
方
』
引
用
処
方
総
計
三
二
○
。
眺
僧
垣
撰
。
諸
書
籍
志
等

に
よ
っ
て
十
巻
本
と
十
二
巻
本
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
巻
一

’
一
一
ま
で
引
用
が
あ
る
か
ら
『
外
台
』
の
所
引
は
十
二
巻
本
か
。

復
原
度
数
一
七
・
三
。

『
佃
繁
方
』
》
引
用
処
方
総
計
一
九
七
。
謝
士
泰
（
太
）
撰
。
階
志

に
十
三
巻
、
旧
唐
志
・
唐
志
に
十
二
巻
、
日
本
見
在
害
目
録
・
通
志

に
十
巻
と
染
え
る
。
巻
二
’
一
○
ま
で
い
ず
れ
も
引
用
が
あ
る
。
問

題
は
あ
る
が
、
『
外
台
』
所
引
は
十
巻
本
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

復
原
度
数
一
五
・
三
。

『
必
効
方
』
蜂
引
用
処
方
総
計
二
四
六
。
晴
志
・
旧
唐
志
の
「
孟
氏

必
効
方
十
巻
、
孟
読
撰
」
の
こ
と
か
。
巻
七
の
引
用
文
を
欠
く
。
復

原
度
数
一
五
・
一
・
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『
救
急
方
」
引
用
処
方
総
計
一
五
三
。
出
自
未
詳
。
巻
一
’
九
ま

で
い
ず
れ
も
引
用
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
九
巻
本
か
。
復
原
度
数
一

一
・
九
。

『
小
品
方
」
引
用
処
方
総
計
一
八
七
。
階
志
・
旧
唐
志
・
唐
志
等

著
録
の
「
小
品
方
十
二
巻
、
陳
延
之
撰
」
が
こ
れ
。
全
一
二
巻
中
、

巻
八
・
九
・
一
二
の
引
用
を
欠
く
。
復
原
度
数
八
・
九
。

『
延
年
方
』
蝉
引
用
処
方
総
計
一
六
六
。
出
自
未
詳
。
旧
唐
志
の

「
延
年
秘
録
」
と
は
別
書
と
思
わ
れ
る
。
巻
八
・
一
八
を
除
き
、
巻

一
’
一
九
ま
で
引
用
が
あ
る
。
復
原
度
数
八
・
五
。

『
深
師
方
』
》
引
用
処
方
総
計
三
○
六
。
階
志
・
旧
唐
志
・
千
金
方

等
著
録
の
「
僧
深
薬
（
集
）
方
、
三
十
巻
」
が
こ
れ
。
全
三
○
巻
中
、

二
○
巻
に
わ
た
っ
て
引
用
が
あ
る
。
復
原
度
数
八
・
四
。

『
古
今
録
験
方
」
引
用
処
方
総
計
四
九
三
。
旧
唐
志
・
唐
志
等
著

録
の
「
頚
権
撰
、
五
十
巻
」
が
こ
れ
。
全
五
○
巻
中
、
三
二
巻
に
わ

た
っ
て
引
用
が
あ
る
。
引
用
条
文
数
が
多
く
と
も
全
巻
数
が
多
け
れ

ば
復
原
の
効
率
は
悪
く
な
る
。
復
原
度
数
七
・
三
。

『
経
心
録
』
諦
引
用
処
方
総
計
二
九
。
宋
侠
の
撰
で
、
階
志
・
旧
唐

志
・
通
志
に
八
巻
、
旧
唐
吉
本
伝
・
唐
志
に
十
巻
、
日
本
見
在
書
目

録
に
六
巻
と
み
え
る
が
、
『
外
台
』
に
は
巻
一
’
六
ま
で
い
ず
れ
も

引
用
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
所
引
は
あ
る
い
は
六
巻
本
か
。
復
原
度

数
四
・
三
。

『
苑
汪
方
』
”
引
用
処
方
総
計
一
七
六
。
「
萢
東
陽
方
」
に
同
じ
。

晴
志
は
百
五
巻
、
旧
唐
志
・
唐
志
・
通
志
は
百
七
十
巻
と
記
す
が
、

『
外
台
』
所
引
は
お
そ
ら
く
百
五
巻
本
。
三
○
巻
に
わ
た
り
引
用
文

が
あ
る
が
、
全
巻
数
が
多
い
の
で
復
原
度
数
は
一
・
四
と
低
い
。

『
近
効
方
」
引
用
処
方
総
計
一
四
一
・
出
自
未
詳
。
「
近
効
祠
部

李
郎
中
」
「
近
効
極
要
論
」
「
新
附
近
効
方
」
な
ど
と
も
み
え
る
。
ど

う
い
う
わ
け
か
、
一
部
を
除
き
出
典
巻
次
の
ほ
と
ん
ど
は
未
詳
。
し

た
が
っ
て
原
典
の
全
巻
数
の
推
定
す
ら
不
能
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
『
広
済
方
』
『
肘
後
方
』
『
崔
氏
方
』
な
ど

力
と
く
に
復
原
完
成
率
の
高
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
詳
細
に
つ

尋
。い

て
は
改
め
て
誌
上
発
表
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）
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